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窓
口
負
担
が
１
割
の
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、
４
月
か

ら
２
割
負
担
に
見
直
さ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
平
成
25
年
３
月

ま
で
、
引
き
続
き
１
割
に
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
た
だ
し
、
８
月
診
療
分
か
ら

の
高
齢
受
給
者
証
の
負
担
割
合

は
、
前
年
の
収
入
状
況
で
再
判

定
さ
れ
ま
す
）
。

　
現
在
お
持
ち
の「
２
割
（
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
１
割
）
」

と
記
載
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証

を
変
更
す
る
た
め
、
４
月
１
日

以
降
使
用
す
る
１
割
負
担
の
高

齢
受
給
者
証
を
、
今
月
中
に
郵

送
し
ま
す
。

※
窓
口
負
担
が
３
割
の
方
、
後

　
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

　
と
な
る
一
定
の
障
が
い
認
定

　
を
受
け
た
方
は
、
変
更
あ
り

　
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
国
保

　
係

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

４
月
６
日

（金）
か
ら
15
日

（日）
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
、
交

通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

付
け
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

を
高
め
て
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
運
動
の
基
本
　
子
ど
も
と
高

　
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　●

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　●

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

　
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　●

飲
酒
運
転
の
根
絶

　●

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

▽
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

　
日
　
４
月
10
日

（火）
は
交
通
事

　
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

　
を
守
り
、
交
通
事
故
の
発
生

　
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

先
立
ち
、
交
通
安
全
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
を
お

持
ち
の
方
も
、
お
持
ち
で
な
い

方
も
受
講
で
き
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　●

３
月
13
日

（火）
　
午
後
７
時
30

　
分
…
五
日
市
会
館

　●

３
月
16
日

（金）
　
午
後
７
時
30

　
分
…
五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ

　
ザ
（
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
）

　●

３
月
21
日

（水）
　
午
後
７
時
30

　
分
…
戸
倉
財
産
区
会
館

　●

３
月
22
日

（木）
　
午
後
７
時
30

　
分
…
小
宮
会
館

　●

３
月
25
日

（日）
　
午
後
２
時
…

　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
日
時
　
４
月
１
日

（日）
　
午
後

　
２
時
〜
４
時
30
分

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
内
容

　●

第
一
部
…
作
文
、
標
語
の
表

　
彰
、
発
表
、
一
日
署
長
委
嘱

　
（
作
文
の
最
優
秀
者
）

　●

第
二
部
…
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
（
福
生
交
通
少
年
団
の
鼓
笛

　
演
奏
、
あ
き
る
野
市
立
中
学

　
校
吹
奏
楽
部
と
福
生
交
通
安

　
全
協
会
吹
奏
学
部
の
演
奏
）

　
市
消
防
団
で
は
、
火
災
予
防

運
動
の
期
間
中
に
消
防
車
両
に

よ
る
広
報
、
看
板
の
設
置
な
ど

防
火
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

▽
重
点
推
進
項
目

　●

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　●

地
域
の
防
火
安
全
対
策
の
推

　
進

　●

事
業
所
の
防
火
安
全
対
策
の

　
推
進

　●

山
火
事
予
防
対
策
の
推
進

　●

車
両
船
舶
の
火
災
予
防
対
策

　
の
推
進

▽
日
時
　
３
月
31
日

（土）
　
午
後

　
１
時
〜
３
時

▽
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
　
日
の

　
出
町
役
場
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー

　
ル
日
の
出
ま
で
の
間
を
白
バ

　
イ
や
オ
ー
プ
ン
カ
ー
な
ど
が

　
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

▽
式
典
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の

　
出
で
、
交
通
安
全
宣
言
な
ど

　
の
式
典
を
行
い
ま
す
。

　●

交
通
事
故
防
止
イ
ベ
ン
ト

＊
警
視
庁
騎
馬
隊
に
よ
る
体
験

　
乗
馬
（
小
学
校
２
年
生
以
下

　
１
０
０
人
）

＊
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
体
験
車
に
よ

　
る
車
両
衝
突
時
の
衝
撃
体
験

＊
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
自
転

　
車
の
正
し
い
乗
り
方
の
学
習

＊
警
察
車
両
な
ど
の
展
示

▽
問
合
せ
　
福
生
警
察
署
（
☎

　
５
５
１
・
０
１
１
０
）
、
五

　
日
市
警
察
署
（
☎
５
９
５
・

　
０
１
１
０
）
、
地
域
防
災
課

　
防
災
安
全
係

　
小
学
校
の
統
合
に
伴
う
児
童

の
心
の
ケ
ア
な
ど
を
行
う
た
め
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨

床
心
理
士
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
勤
務
内
容
　
児
童
と
の
関
わ

　
り
を
通
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

　
グ
と
教
職
員
・
保
護
者
な
ど

　
の
相
談
業
務

▽
勤
務
地
　
戸
倉
小
学
校

▽
募
集
人
員
　
１
人

▽
資
格
　
臨
床
心
理
士

▽
勤
務
日
数
　
毎
週
木
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

　
く
）

▽
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分

　
〜
午
後
４
時
45
分
（
昼
休
憩

　
１
時
間
）
、
１
日
7.5
時
間

▽
報
酬
　
時
給
２
６
０
０
円

▽
応
募
方
法
　
３
月
16
日

（金）
ま

　
で
に
、
履
歴
書
を
送
付
す
る

　
か
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
教
育
総

　
務
課
学
務
係

▽
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

　●

日
時
…
３
月
２
日

（金）
　
午
前

　
９
時
〜
午
後
３
時

　●

場
所
…
秋
川
消
防
署
秋
留
台

　
出
張
所
（
秋
川
五
丁
目
６
番

　
地
２
）

　●

内
容
…
は
し
ご
車
体
験
搭
乗

　
（
抽
選
）
、
消
防
自
動
車
と

　
ミ
ニ
消
防
車
の
乗
車
体
験
や

　
通
報
訓
練
な
ど

▽
そ
の
他
　
防
災
訓
練
・
自
衛

　
消
防
訓
練
な
ど
を
希
望
さ
れ

　
る
場
合
は
、
秋
川
消
防
署
ま

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災

　
安
全
係
、
秋
川
消
防
署
（
☎

　
５
９
５
・
０
１
１
９
）

　
20
歳
前
に
初
診
日
（
初
め
て

医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）
が

あ
る
病
気
や
け
が
に
よ
り
、
そ

の
傷
病
が
原
因
で
、
20
歳
に
な

っ
た
と
き
に
一
定
の
障
が
い
の

程
度
に
該
当
す
る
場
合
、
請
求

す
る
こ
と
で
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
本
人
の
前
年
の
所
得
額
に
よ

　
っ
て
は
、
支
給
が
制
限
さ
れ

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
年
金
額
（
平
成
23
年
度
）

　●

１
級
…
98
万
６
１
０
０
円

　●

２
級
…
78
万
８
９
０
０
円

▽
問
合
せ

　●

保
険
年
金
課
年
金
係

　●

青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４

　
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

▽
応
募
資
格
　
市
の
介
護
保
険

　
被
保
険
者
で
40
歳
以
上
の
方

（
３
月
１
日
現
在
）
　

▽
募
集
人
員
　
２
人
（
40
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
１
人
、
65

　
歳
以
上
の
方
１
人
）

▽
任
期
　
４
月
１
日
か
ら
２
年

　
間

▽
報
償
　
１
回
の
委
員
会
に
つ

　
き
７
５
０
０
円
（
各
年
度
内

　
２
回
程
度
開
催
予
定
）

▽
応
募
方
法
　
３
月
14
日

（水）

　
（
必
着
）
ま
で
に
、
原
稿
用

　
紙
な
ど
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

　
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

　
号
、
応
募
動
機
（
４
０
０
字

　
以
上
８
０
０
字
以
内
）
を
記

　
入
し
て
、
送
付
す
る
か
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ

　
ん
。
ま
た
、
応
募
動
機
は
公

　
表
し
ま
せ
ん
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
高
齢
者
支

　
援
課
高
齢
者
支
援
係
（
〒
１

　
９
７
―
０
８
１
４
　
二
宮
３

　
５
０
、
直
通
５
５
８
・
１
９

　
５
３
）

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日

現
在
、
市
内
に
土
地
、
家
屋
、

事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
固
定
資
産
課
税
台

帳
で
評
価
額
な
ど
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
４
月
２
日

（月）
〜
５
月

　
31
日

（木）
（
土
曜
･
日
曜
日
、

　
祝
日
を
除
く
）

▽
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
５
時
15
分

▽
場
所
　
課
税
課

▽
対
象

　●

縦
覧
で
き
る
方
…
固
定
資
産

　
税
の
納
税
者
と
家
族
な
ど
代

　
理
権
の
あ
る
方

　●

閲
覧
で
き
る
方
…
納
税
義
務

　
者
、
代
理
人
、
借
地
人
、
借

　
家
人
、
固
定
資
産
の
処
分
を

　
す
る
権
利
が
あ
る
一
定
の
方

▽
問
合
せ
　
課
税
課
土
地
資
産

　
税
係
、
家
屋
資
産
税
係

▽
職
種
　
社
会
福
祉
士

▽
勤
務
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜

　
日
ま
で
（
月
15
日
間
）

▽
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

　
後
４
時
（
６
時
間
）

▽
勤
務
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎

　
（
高
齢
者
支
援
課
）

▽
勤
務
内
容
　
成
年
後
見
制
度

　
に
関
す
る
相
談
・
支
援
な
ど

▽
報
酬
　
日
額
１
万
１
１
６
０

　
円

▽
資
格
　
社
会
福
祉
士
の
資
格

　
を
有
す
る
方

▽
募
集
人
員
　
１
人

▽
採
用
月
日
　
４
月
１
日
予
定

▽
応
募
方
法
　
３
月
16
日

（金）
ま

　
で
に
、
履
歴
書
（
上
半
身
正

　
面
脱
帽
写
真
貼
付
）
と
資
格

　
を
証
明
で
き
る
も
の
の
写
し

　
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
高
齢
者
支

　
援
課
高
齢
者
支
援
係
（
直
通

　
５
５
８
・
１
９
５
３
）

～やさしさが
　　走るこの街
　　　　この道路～

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
を

　
　
　
　
募
集
し
ま
す

市
の

非
常
勤
嘱
託
員
の
募
集

主
な
行
事
な
ど

交
通
安
全
講
習
会

　
寒
い
冬
で
し
た
。
身
を
刺
す

よ
う
な
寒
さ
に
、
庭
先
に
置
か

れ
た
盆
栽
の
梅
の
つ
ぼ
み
も
堅

く
身
を
閉
ざ
し
て
い
ま
し
た
。

春
、
３
月
の
声
が
聞
け
る
よ
う

に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
開
花
へ

動
き
が
見
ら
れ
、
暖
か
く
な
り

そ
う
だ
、
と
自
然
に
う
れ
し
さ

が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
間
も
な
く
悪
夢

の
３
・
11
が
回
っ
て
き
ま
す
。

 
こ
の
一
年
、
厳
し
さ
に
耐

え
、
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
被
災

地
に
暖
か
い
春
が
来
て
ほ
し
い

と
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
一
日
も
早
い

復
興
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

 
さ
て
、
新
年
度
予
算
の
審
議

を
頂
く
、
第
１
回
定
例
市
議
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
予
算
の
規

模
は
３
０
４
億
余
円
で
、
特
に

老
人
や
子
ど
も
に
対
す
る
社
会

保
障
費
が
大
幅
に
伸
び
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
比
較
し
て
市
税
収

入
は
１
０
３
億
余
円
で
引
き
続

き
低
迷
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

市
は
財
政
の
健
全
化
を
至
上
命

令
と
し
て
行
政
改
革
を
推
進
中

で
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
経
常

収
支
は
94
・
９
 

に
改
善
、
財

政
調
整
基
金
は
９
億
円
に
積
み

立
て
が
で
き
ま
し
た
。
災
害
等

へ
の
備
え
と
し
て
、
さ
ら
に
基

金
の
積
み
増
し
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

 
今
月
は
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
小

宮
小
学
校
が
長
い
歴
史
に
幕
を

閉
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
し
た
決
断
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
小
宮
地
区
の
皆
さ
ん
が

心
の
よ
り
所
を
失
う
こ
と
は
誠

に
、
残
念
至
極
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
私
た
ち
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
気
持
ち
に
思
い
を
い
た
し
、

今
後
、
行
政
と
し
て
地
域
の
自

治
活
動
を
支
援
し
、
す
ば
ら
し

い
自
然
環
境
と
こ
の
学
校
の
施

設
を
利
用
し
た
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟

で
す
。


